
 

 

 

 

 

 

 

海老名都市計画住宅市街地の開発整備の方針 
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海老名都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更（神奈川県決定） 

 

 

都市計画住宅市街地の開発整備の方針を次のように変更する。 

 

住宅市街地の開発整備の方針 

「別添のとおり」



 

 

理 由 書 

 

本区域における実現すべき住宅市街地のあり方、良好な住宅市街地の整備又は開発の方針を定め、

さらに、既存の低・未利用地及び住宅密集市街地等、その地域特性に応じて良好な住宅市街地として

計画的に整備又は開発すべき相当規模の地区について、地区の整備又は開発の目標、用途、密度に関

する基本方針等を定めることにより、良好な居住環境の整備、誘導を図るため、本案のとおり変更す

るものです。 

市役所周辺地区については、中心市街地を補完する機能、公共公益機能を集積するとともに、良

好な住環境を確保した複合的な市街地の形成を図るため、重点地区として新たに追加するものです。  

海老名駅西口地区については、鉄道駅前としての都市基盤整備を伴った商業・業務・文化施設と

調和した都市型住宅の整備促進が図られたことから、重点地区から削除するものです。 
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１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標

① 目標とする住宅市街地

都市機能の整備と環境に配慮した住宅地の形成

② 良好な居住環境の確保等に係わる目標

良質な住宅市街地の形成を図るため、自然環境との調和はもとより道路、下水道等の公共施

設整備との整合のとれた住宅及び住宅地の計画的供給を推進する。このため、土地区画整理事

業等による面的整備事業を行い、地区計画等の積極的な活用を検討する。 

また、高齢者・障がい者が安心して住み続けられるよう適切な支援を行う。さらに、良好な

住環境の形成や維持・保全を図るため、地域住民の主体的な活動の支援を推進する。 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により道路、下水道、公園、

緑地等生活基盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画的に住

環境の改善・保全を図る。 

特に、市街化の進行により、基盤整備が未整備のままスプロールが進行している地域において

は、土地区画整理事業等を推進していく。 

① 市街化区域内農地を計画的に活用した住宅市街地

市街化区域内農地については、大谷地域を中心に広い範囲にわたり分布しているため、これ

らを有効かつ計画的に活用・保全し、緑を活かした良好な住宅市街地の形成に努める。 

市街化区域内農地のうち生産緑地地区に指定されているものについては、適切に保全する。

また、宅地化するものについては、地域における住宅需要に適切に対応した土地利用及び整備・

開発の方向を見極め、土地区画整理事業等を推進するほか、地区計画等の規制・誘導手法によ

り良好な住宅市街地の形成に努める。 

② 計画的な新市街地の開発

新市街地については、計画的な人口の配置を図るため、土地区画整理事業や開発許可制度の

適切な運用などにより、良好な市街地を形成するとともに、地区計画等により適切な土地利用

を誘導し、良好な住環境の形成を図る。 

２ 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

｢神奈川県住生活基本計画｣に定める重点供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は開

発が必要な重点地区及び当該地区の整備又は開発の計画の概要は、別表及び別図のとおりである。 
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別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 １ 市役所周辺地区 

面   積 約36ha 

イ 地区の整備又は開発

の目標

面的整備の実施により、計画的

な住宅市街地の整備と、基盤施設

整備を一体的に促進する。 

ロ 用途、密度に関する

基本的方針、その他の

土地利用計画の概要

良好な住環境を確保した低層

戸建住宅及び都市型住宅の誘導

を基本とする。 

ハ 都市施設及び地区施

設の整備の方針

面的整備を実施することによ

り、地区内の街路、公園等の都市

施設及び地区施設の総合的な整

備を図る。 

ニ その他の特記すべき

事項 ― 

(参考) 

重点地区を含む重点供給

地域の名称 

市役所周辺地域 
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海老名駅

かしわ台駅

厚木駅

さがみ野駅

社家駅

海老名駅

門沢橋駅

ＪＲ
相
模
線

相
模
鉄
道
本
線

小
田

急
小

田
原

線

JR東
海道新幹線

相模三川緑地

６・５・１
海老名
運動公園

教育施設

教育施設

研究開発施設

資源化センター

１号高座施設清掃組合
清掃処理場

３・３・４　横浜伊勢原線

３
・
３
・
３
　
下

今
泉

門
沢
橋

線

３・３・２
上今泉
岡津古久線

３・４・４中新田鍛冶返線

１
・
４
・
１
　
さ
が
み
縦

貫
道

路

（首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
）

３
・
４
・
３
　
大

谷
峰

線

（
仮

称
）
海

老
名

駅
本

郷
線

３
・
４
・
６
　
河

原
口

中
新
田

線

３
・
４
・
２

海
老

名
駅

大
谷

線

３・２・１　河原口勝瀬線

３・６・１　社家岡田線

武　相　幹　線

３・４・１
　東京沼津線

３
・３

・３
下
今
泉
門
沢
橋
線

３・３・１　藤沢相模原線

（仮称）東西道路

１・２
・１　

第二東名自動車道

（
仮

称
）
海

老
名

寒
川

軸

県道40号
（横浜厚木）

県道40号
（横浜厚木）

市
道

1号
線

市道13号線

相
模
川

永
池

川

鳩
川

目
久
尻
川

東名高速道路

県道22号（横浜伊勢原）

市
道

2
6
7
1
号

線

海老名IC

 海老名JCT

海老名南JCT

海老名ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ

0 250 500 750 1,000125 ｍ

　方針附図は、「住宅市街地の開発整備の方針」の内容を分かりやすく説明
するための補足的な図面であり、「神奈川県住生活基本計画」に定める重点
供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は開発が必要な地区の
範囲、広域的、根幹的な交通体系の配置の方針、自然的環境や保全すべ
き緑地等の方針などをおおまかに示したものです。
　道路の構想路線（○○で表示）については、おおむねのネットワークを表示した
ものであり、位置を示したものではありません。
　道路で、（未整備）には整備中のものも含まれます。

　主要幹線道路・幹線道路（構想）

凡例

海老名都市計画　住宅市街地の開発整備の方針附図（海老名市）

住宅地

重点地区

重点供給地域

その他の都市施設・大規模施設

自動車専用道路（整備済）

　自動車専用道路（構想）

主要幹線道路（整備済）

主要幹線道路（未整備）

幹線道路（整備済）

幹線道路（未整備）

都市高速鉄道等（JR線）

都市高速鉄道等（私鉄）

河川

市街化区域

都市計画区域

本郷ふれあい公園

大谷杉久保近隣公園

３・３・５
中新田
近隣公園

重 点　地　区 名 ：　１　市役所周辺地区
面　  積 ：　約36.0ha
位　  置 ：　市街化区域

重点供給地域名 ：　市役所周辺地域
面　  積 ：　約39.4ha

自動車専用道路（未整備）

公園緑地等


	01_表紙【海老名都市計画住宅市街地の開発整備の方針】
	02住宅方針（計画書・本文除く）_012
	03ebina_j_riyusyo
	04ebina_j_keikakusyo（09016更新）_
	05ebina_j_houshinhuzu



